
緩和ケア研修会の効果的な開催について	  
－大阪府緩和ケア部会の取り組み－	

大阪府がん診療連携協議会　緩和ケア部会	  
（大阪府立成人病センター　心療・緩和科）	  

濵　卓至	

平成25年12月9日	  
平成25年度都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会	  
第1回緩和ケア部会	  

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



大阪府のがん医療の現状	

•  総人口 8,863,324人	

•  全死亡者数 80,472人	

•  がん死亡者数 25,307人	
平成24年人口動態調査	

•  75歳未満年齢調整死亡率	
　　男性　全国41位	  
　　女性　全国43位	  

平成24年人口動態統計（国立がん研究センターがん対策情
報センター）	

•  8つの二次医療圏	  
　　14がん診療連携拠点病院	  
　　46大阪府がん診療拠点病院	

•  医師：23,114人（平成22年）	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	
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大阪府 東京都 愛知県 京都府 兵庫県 秋田県

がん診療連携拠点病院の指定数

国指定 都府県指定

大阪府 東京都 愛知県 京都府 兵庫県 秋田県

人口（万人） 886 1320 742 263 557 100
医療圏数 8 13 12 6 10 8

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



地域がん診療連携拠点病院 	  
（ブロック1箇所）	

【三島二次医療圏】	  
	

	
	
	

オンコロジーセンター	

【大阪市二次医療圏】	  
　大阪市立総合医療Ｃ	  

大阪赤十字病院	  
大阪医療Ｃ	

高度先進医療	  

標準的がん医療	  

緩和ケア	  

相談支援	  

情報提供	

大阪市立大学	  
医学部附属病院	  
（地域がん診療連携	  

拠点病院）	

大阪医科大学	  
附属病院	  

（地域がん診療連携	  
拠点病院）	

関西医科大学	  
附属枚方病院	  

（地域がん診療連携	  
拠点病院）	

大阪大学	  
医学部附属病院	  
（地域がん診療連携	  

拠点病院）	

　大阪府立成人病センター	
（都道府県がん診療連携	  

拠点病院）	

【北河内二次医療圏】	  
	

【豊能二次医療圏】	  
市立豊中病院	

【中河内二次医療圏】	  
東大阪市立	  
総合病院	

【堺市二次医療圏】	  
大阪労災病院	

【南河内二次医療圏】	  
大阪南医療Ｃ	

【泉州二次医療圏】	  
岸和田市民病院	

大阪府がん診療拠点病院	  
（府内46病院）	

地域医療機関等	  	
一般病院、診療所（かかり付け医）	  
在宅療養等を担う在宅支援診療所	  
歯科診療所、調剤薬局　	  
訪問看護事業所　等	  
　　　　	  
	

近畿大学	  
医学部附属病院	  
（地域がん診療連携	  

拠点病院）	

人材育成・派遣、技術支援・　	
　　　　　連携を実施	

最新治療・高度先進医療提供	
　　　　　等の依頼、連携	

大阪府におけるがん診療連携体制	  
～大阪オンコロジーセンター支援構想～	  

	

特定機能病院が有するオンコロ
ジーセンター機能を活用するこ
とにより、都道府県がん診療連
携拠点病院である大阪府立成
人病センターとの連携協力の下、
大阪府域全体にわたりがん患
者に対する医療提供の充実が
期待できる。	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



大阪府の連携体制	

•  大阪府庁健康づくり課・がん対策グループ	  

	  
•  大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	  

Ø  ＜国指定＞並びに＜府指定＞がん診療拠点病院の緩
和ケア関連医師と事務方	  

Ø  緩和ケアに関する情報交換・協議の場	  
Ø  緩和ケア部会メンバーの積極的な登庁	  

	  

•  大阪府がん対策推進委員会・緩和ケア推進部会	  
Ø  大阪府より委嘱されたメンバーによる緩和ケア推進に関

する提言	  

顔の見える関係	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



大阪府がん診療連携協議会（平成19年7月6日設置）	  

相談支援センター部会	

地域連携パス部会	
緩和ケア部会	

がん診療情報提供の	
ありかた検討部会	

「がん診療連携拠点病
院の整備に関する指
針」に基づき設置	

平成21年2月10日設置（事務局：大阪府立成人病センター医事G）	  
	  
•  大阪府内すべての拠点病院（60病院）が参加登録	  
•  部会員（平成24年度）：211名（医療職136名、事務職75名）	  

•  メーリングリストによる情報共有	  
	  
（業務）	  
1.  「がん医療に携わる医師を対象とした緩和ケアに関する研修」（PEACE研修会）

の開催支援	  
　　　　日程調整、ファシリテーター登録・派遣調整	  

2.  緩和ケア研修会・啓発PRポスターの作成	  
　　　　1,600部作成（拠点病院15部ずつ、医師会10部ずつ配布）	

小児・AYA部会	がん登録部会	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



平成24年度大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	  
（厚労省指定14病院+大阪府指定46病院）	

•  「がん診療に携わる医師に対する緩和ケア研修会」	  
Ø  開催日程調整	  
Ø  ファシリテーター登録・派遣制度	  

•  第4回指導者スキルアップ講習会（3月24日）	  
	  

•  第4回緩和ケアチーム研修会（3月24日）	  
•  第1回在宅緩和ケア地域連携研修会（3月10日）	  

Ø  がん診療連携拠点病院機能強化事業改正（平成24年4月）	  
Ø  （新）在宅緩和ケア地域連携事業	  

	  

•  症状緩和関連地域連携クリティカルパスの作成	  
大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



平成24年度　大阪府内・緩和ケア研修会	  
（平成24年11月～平成25年10月）	

平成24年4月～平成25年3月	  
•  開催実施回数：34回	  
•  開催医療機関数：34施設	  
（国拠点14施設、府拠点20施設）	  
	  

•  修了者数：医師 605名	  
　　　　　　　　 医師以外 390名	  
•  医師修了者総数：2,805名	  
•  医師以外修了者数：1,218名	  
•  開催回数：134回	  

（平成25年3月末現在）	  

•  開催様式：一般型	
大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



都道府県拠点病院としての活動	



大阪府内・緩和ケア研修会	  
都道府県がん診療連携拠点病院としての取り組み	  

•  広報活動の支援	  
Ø  広報用ポスターの作成・配布（1,600部）	  
　　（⇒府内全ての拠点病院15部や医師会に10部ずつ）	  
Ø  大阪府HP・成人病センターHPにアップ	  

	  
	  

•  開催支援	  
Ø  日程調整	  
Ø  ファシリテーター登録	  
・派遣制度	  

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



各拠点病院
（企画責任者）	

ファシリ派遣
要請	

・研修会日程調整	  
・ファシリ登録業務	  
・ファシリ派遣調整	

有資格者（指導者研修会修了者）	

有資格者（指導者研修会修了者）	

有資格者（指導者研修会修了者）	

緩和ケア部会	

ファシリ登録要請	  
協力日程調査	

協力可能日程
の回答	ファシリ調整

結果の報告	

研修会への協力
（ファシリとして参
加）	

大阪府・ファシリテーター登録・派遣制度	

Ø  2013年6月11日現在	  
　　ファシリテーター登録者　身体：79名、精神：61名	  
　　　（大阪府・指導者研修会修了者総数　身体：140名、精神：69名）	  

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



ファシリテーター登録・派遣制度の目的	

•  企画責任者のファシリテーター確保責務の軽減	  

•  一部のファシリテーターへの負担偏重回避	  

•  緩和ケア研修会の運営、内容の質の維持	

Ø  経験に応じたファシリテーターの配置	

Ø  ファシリテーター間のノウハウの伝承	

Ø  他施設研修会の問題点の共有化	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



ファシリテーター派遣数と協力回数	

H23年度	 H24年度	

緩和ケア研修会開催数	 33回	 35回	

ファシリ派遣数	  
（人/施設）	

	

身体	 5.2（2-‐7）	 5.7（2-‐7）	

精神	 2.7（0-‐4）	 3.2（0-‐4）	

協力回数（回）	

身体	 2.8（0-‐3）	 2.9（0-‐3）	

精神	 1.9（0-‐4）	 2.1（0-‐4）	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



身体＆精神担当講師数	

Ø  32施設開催予定　(2013年6月11日現在）	  
Ø  予定講師登録者　身体：79名、精神：61名　　　　	  

年度	 研修会当たりのファシリ数	 協力回数	

身体	

24	 5.7	 2.9	

25	
5	   2.0	
6	 2.4	

精神	

24	 3.2	 2.1	

25	
2	 1.0	
3	 1.8	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



課題	

•  職場異動に伴うファシリテーター協力への影響	
Ø  大阪府外への異動	  
Ø  管理職への異動　　　　→講師協力が困難	  
Ø  開業	

　　　⇒ファシリリクルートの継続、院内スタッフの育成	

•  担当モジュールとの相性	  
Ø  理想的には全てのモジュールへの対応が可能	  
Ø  ロールプレイやグループワークはどうも苦手．．．	  
Ø  講義形式なら複数の担当も可能．．．	  
Ø  専門性を生かす	

　　　⇒企画責任者との相談	
大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



緩和ケア部会からの大阪府への要望	

•  ファシリテーター登録者を大阪府として委嘱認定
する証書の発行	

•  メディカルスタッフ受講修了証書を大阪府知事か
ら発行	  

•  「受講者及びファシリテーターを出張扱いとする体
制作りに配慮して頂く」旨の通達文書を、大阪府
から各拠点病院長や病院管理者宛に発行して頂く	  

•  平成22年11月から実施	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



緩和ケア研修会の検討事項	

•  隔年開催	  
•  共同開催	  
•  2次医療圏内での開催日程の調整	  

Ø  緩和ケア部会やがん診療ネットワーク協議会での調整	  

•  自施設の医師を国拠点研修会に参加を促す	  
•  日本緩和医療学会からの開催資金援助	  
•  緩和ケア研修会に関する相談窓口	  
•  単位型への移行？	  

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



大阪府緩和ケアチーム研修会	

•  主催：大阪府立成人病センター	  
　　　　　 大阪がん診療連携協議会・緩和ケア部会	  
•  共催：大阪府	  
•  過去5回開催	  

Ø  第1回（平成21年1月17-‐18日　ドーンセンター）；28チーム（79名）	  
Ø  第2回（平成23年3月26-‐27日　ドーンセンター）；24チーム	  
Ø  第3回（平成24年3月3-‐4日　御堂筋MIDビル）；21チーム	  
Ø  第4回（平成25年3月24日　大阪医療センター）；18チーム	  
Ø  第5回（平成25年12月8日　たかつガーデン）；18チーム	  

•  内容： 	  
Ø  「チームコンサルテーションとは」	  
Ø  「包括的アセスメント」　などオリジナル	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



がん診療連携拠点病院機能強化事業実施要綱	  
平成24年4月1日一部改正	

•  （7）在宅緩和ケア地域連携事業	  
　がん診療連携拠点病院において都道府県と連携し、二次医療圏の在宅
療養を支援する診療所の協力リストを作成する。また、医療圏内の在宅
緩和ケアを専門とする医師等と協力し、在宅療養支援診療所の医師に
対し、がん緩和ケアに関する知識と技術の研修を行い、在宅緩和ケア地
域連携体制の構築を図る	  
	

ア　二次医療圏内の在宅療養支援診療所等のリスト及び在宅緩和ケア連
携を患者家族に示せる在宅緩和ケアマップの作成	

イ　症状緩和を目的とした緩和ケア関連の地域連携クリティカルパスの作
成と運用	

ウ　拠点病院内の緩和ケアチームと在宅緩和ケアを専門とする医師等に
よる、がん性疼痛管理を中心とした緩和ケアに関する研修会の開催	

※	  二次医療圏に複数の拠点病院がある場合は、連携して取り組むこと	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



大阪府在宅緩和ケア地域連携研修会	  
第1回	

•  主催：大阪府立成人病センター	  
　　　　　大阪がん診療連携協議会・緩和ケア部会	

•  日時：平成25年3月10日13：00～16：00	  
•  場所：大阪府立成人病センター　大講堂	  
•  参加者：127名（74医療機関）	  
•  内容：	  

Ø  「在宅におけるがん疼痛緩和について」	  

Ø  「終末期がん患者における輸液の考え方」	  

Ø  「緩和ケア地域連携での問題点・課題」	  
大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



大阪府在宅緩和ケア地域連携研修会	  
第2回	

•  主催：大阪府立成人病センター	  
　　　　　大阪がん診療連携協議会・緩和ケア部会	

•  日時：平成25年9月7日15：00～17：00	  
•  場所：大阪府立成人病センター　大講堂	  
•  参加者：126名（71医療機関）	  
•  内容：	  

Ø  「大阪府がん疼痛緩和地域連携クリティカルパス紹介」	  

Ø  「がん疼痛治療の最近の話題（新しい医療用麻薬）」	  

Ø  「在宅緩和ケアのコツ～在宅医の関わりとは～」	

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



第二期大阪府がん対策推進計画	  
（平成25年4月~平成29年3月）	  

h?p://www.pref.osaka.jp/kenkozukuri/keikaku/	  

1. 全体目標	  
① がんによる死亡（死亡率）の減少	  
② すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生

活の質の維持向上	  
③ がんになっても安心して暮らせる社会の構築	  

2. 基本方針	  
① がん患者を含めた府民の視点に立ったがん対策	  
② 重点的に取り組む課題を定めた総合的かつ計画的ながん対策	  
重点的に取り組む課題	  
1.  がん予防の推進	  
2.  がんの早期発見	  
3.  がん医療の充実（緩和ケアの普及、在宅医療体制の充実）	  

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



第二期大阪府がん対策推進計画	  
～がん医療の充実～	

•  緩和ケアの普及	  
Ø  普及啓発	  
Ø  がん拠点病院を中心とした緩和ケア提供体制の推進	  
Ø  人材育成	  

	  

•  在宅医療体制の充実	  
Ø  地域医療連携の推進	  

•  地域連携クリティカルパス等を活用した在宅医療連携の推進	  
•  在宅療養を担う医療・介護期間の連携体制の推進	  

Ø  人材育成	  

大阪府がん診療連携協議会・緩和ケア部会	



hama-‐ta@mc.pref.osaka.jp	

ご清聴有難うございました。	


